　本講習会の意義
　　　昨年度まで剣道東日本中央講習会の伝達講習会として開催してきた講習会を、今年度から名称を岩手県剣道連盟剣道講習会に改め、伝達だけでなく各地域の審査会審査員候補者の研修会も含めて行うこととした。県内各地でスポーツ少年団、中体連、高体連等で指導に当たられている指導者の方々、中央審査会を目指して修行されている方々、各地域で審査会の審査員に当たられる方々が一同に会して、年度初めに指導法、日本剣道形、審判法について学習しながら岩手県の剣道の普及、発展に努めることを目的とする。
　剣道東日本中央講習会報告
　Ⅰ　役員
　　　　全日本剣道連盟　松永政美副会長
　Ⅱ　講師
　　　　剣道範士　　加藤浩二先生（日本剣道形）　　　　　　　　　　　

　　　　剣道範士　　遠藤勝雄先生（指導法）
　　　　剣道範士　　梯　正治先生（審判法）
Ⅲ　参加者

　　　　６８名（八段２９名、七段３９名）

　Ⅳ　講習内容
　　１　挨拶　松永副会長
　　　　　　日本を東西に分けて同時期に中央講習会を開催しているが、全日本剣道連盟として正しい剣道の普及に努めるため、内容を吟味し講師による講習が異なることがないように講師の先生方には研鑽していただいている。受講者にはこの機会にしっかり全日本剣道連盟の目指している剣道を研修して、各県に帰って正しい剣道の普及に努めるようお願いしたい。
　　２　日本剣道形
　　　　　　太刀の形
　　　　　　◇構え　
　　　　　　　・（木刀）左手の小指は柄頭いっぱいに握る。
　　　　　　　・諸手左上段…左拳は左額の前上約一握り、重心は両足の中心上に置く。
　　　　　　　・諸手右上段…左拳は額の前上約一握り、太刀の角度は４５度、肘は張らずすぼめず。
　　　　　　　・下段…剣先の高さは膝よりやや下になる。
　　　　　　　・八相…左上段をとるような大きな心持で構える。鍔は口の高さ、左拳は体の中心に位置し、右肘は張らずすぼめず。太刀の傾きは４５度になる。刃先は相手に向く。

　　　　　　　・脇構え…右拳が口元を通過し、体側から刀を返して脇にとる。剣先の高さは下段よりやや低く、左拳は臍の右下に位置する。後足の踵は上げる。刃先は右下を向く。
　　　　　　◇一本目
　　　　　　　［打太刀］
　　　　　　　・機を見て柄もろとも打つ。　
　　　　　　　［仕太刀］
　　　　　　　・抜く時は剣先が下がらないように、「抜く→打つ」は一拍子になる。
　　　　　　　・上段になって残心を示す際、顔の中心を突き刺すような気勢で圧しながら行う。
　　　　　　◇二本目
　　　　　　　［打太刀］

・小手を打った太刀先は、仕太刀の小手の位置よりわずかに下になる。
［仕太刀］
　　　　　　　・打太刀の小手打ちを十分に引き付けておいてから抜き、一拍子の大技で打つ。
◇三本目
［打太刀］
　　　　　　　・仕太刀の突き返しに対しては、物打ちの鎬を使って押さえるようにする。
［仕太刀］
　　　　　　　・左拳は正中線から外さない。

・位詰は、突きの気勢をもって気位で詰める。
◇四本目…双方、切り結ぶ太刀の剣先は面の位置　　　　　　　
［打太刀］
　　　　　　　・巻き抑えるにしてすり込みつつ右肺を突く。
［仕太刀］
　　　　　　　・巻き返して正面を打つ際の間合に留意する。
◇五本目
　　　　　　　［打太刀］
　　　　　　　・顎まで打ち下ろし、すり上げられた刀は構えを解いた程度。
［仕太刀］
　　　　　　　・剣先が下がらないようにすり上げ、一拍子で打つ。
◇六本目…双方、気の流れが切れないようにする
［打太刀］
　　　　　　　・小手部を正確に打つ。
［仕太刀］
　　　　　　　・すり上げる場合、刃先を右に向けないで鎬ですり上げる。
　　　　　　　◇七本目…気当たりの気位は双方五分
［打太刀］
　　　　　　　・面を打った際、一瞬目付は外れるが左肩越しに仕太刀を見る。
［仕太刀］
　　　　　　　・立ち上がる際、縁を切らないように十分な気勢で右足を踏み出す。
小太刀の形
◇構え

・小太刀の剣先の高さは、一本目は剣先を顔の中心、二本目は剣先を胸部、三本目は

　「剣先の高さは太刀の下段の高さに準ずる」（剣道講習会資料P111参照）。
◇一本目
　　　　　　　［打太刀］
　　　　　　　・仕太刀が入り身になろうとするので流れのままから正面に打ち下ろす。
　　　　　　　［仕太刀］
　　　　　　　・右手を頭上に上げ左鎬で柔軟に受け流し、確実に正面を打ってから残心を示す。
◇二本目
［打太刀］
　　　　　　　・素早く脇にとり、上段から真っ直ぐに振り下ろして正面を打つ。
［仕太刀］
　　　　　　　・入り身になる局面は二回ある。
　　　　　　　・二回目の入り身は剣先を喉の高さに付ける。
◇三本目
［打太刀］
　　　　　　　・三歩目で振り上げて正面を打つ。
［仕太刀］
　　　　　　　・横一文字にすり流し、すり込む時小太刀の刀身は立ち小太刀と太刀は十文字に交差。
　３　審判法
　　（１）審判の意義
　　　　　　審判は、試合による総ての現象を審らかに判定するものである。間合・機会・体捌き・手の内の作用・強度と冴え・残心等の要素と、適正な姿勢・充実した気勢・打突部位・竹刀の打突部・刃筋等の要件及び反則の有無等を瞬時に判定するのが審判である。
　　（２）審判員の心得

　　　　　１）一般的要件
　　　　　　①公平無私であること。
　　　　　　　　私情を挿まず、規則に則り、経験則に基づく客観性、妥当性のある判定により、試合者、観衆に納得のいく審判をする。

②試合・審判規則、運営要領を熟知し、正しく運用できること。
　　　　　　　　審判員は、規則を順守し、強制する権利と義務を持っている。従って審判員は、規則を熟知し、正しく運用できなければならない。
　　　　　　③剣理に精通していること。

　　　　　　　　理合いとは、自分と相手との間にとり行われる動きが合理的であり、筋道に叶っていることである。審判員は理合いに基づいた技能の持ち主であることが望まれる。
　　　　　　④審判技術に熟達していること。
　　　　　　　　審判員は、瞬時に判定の判断と決断が要求される。そこで、平素の精進と常に審判技術の向上に努めなければならない。
　　　　　　⑤健康体で、かつ活動的であること。
　　　　　　　　審判は、視覚、聴覚を中心とした五感と大脳の働きによって行うものが多い。常に心身ともに健康で活動的であることが望まれる。
　　　　　２）留意事項
　　　　　　①服装を端正にすること。
　　　　　　②姿勢・態度・所作などを厳正にすること。
　　　　　　③言語が明晰であること。
　　　　　　④数多く審判を経験し、反省と研鑽に努めること。

　　　　　　⑤よい審判を見て学ぶこと。

　　（３）審判法講習における重点事項

　　　　　　審判員は、剣道試合・審判規則の理解のもとに、下記の事項に留意して、適正な試合運営に努め、試合の活性化を図る。
　　　　　１）試合内容を正しく判定する。
　　　　　　①大会の持つ目的（錬成か・競技か）や、その内容（錬度、年齢、性別等）を正しく判断して、それぞれの有効打突の基準を設定し、試合の活性化を図る。
　　　　　２）有効打突を正しく見極める能力を養う。
　　　　　　※有効打突の判定は、審判員の独自性や独善性に因らない、経験則に基づく客観性や妥当性が要求される。
　　　　　　①有効打突の条件と諸要素の理解
　　　　　　　　規則第12条の条件（①充実した気勢②適正な姿勢をもって③竹刀の打突部で④打突部位を⑤刃筋正しく打突し⑥残心あるもの）これらは欠くことのできない必要条件であることを理解する。（間合、機会、体捌き、手の内の作用、強さと冴え）これらは条件を助ける要素であることを理解しなければならない。
　　　　　　②技の違いと錬度に応じた打突の見極め
　　　　　　　　例えば、打突が軽くても「玄妙な技」などは、技の質により一本に取れる場合がある。ただ軽いから一本にならないとせず、打突の機会や体捌き、手の内の作用等を勘案して、技の違いによる有効打突を見極めることが大切である。

　　　　　３）禁止行為の厳正な判断と処置をする。

　　　　　　※反則行為を厳しく見極めることが審判員の主たる任務ではないが、試合を公正、公平、適正に運営するために、規則に基づき、厳正、適確な判断と勇気ある決断による処置をすることが大切である。

　　　　　　①行為の原因と結果の正しい見極め

　　　　　　　　結果には、原因が伴っていることの認識。例えば、「場外に不用意にでる」と「不当に場外に出す」ことの違い等。

　　　　　　②禁止行為に対する的確な処置

　　　　　　　　規則に基づいた厳正、適確な判断と勇気ある決断をする。特に灰色部分（不当）を見逃さない。P8規則17条3「不当に場外に出す」、同6「不当な中止要請」、P9細則16条7「不当な鍔競り合い」

　　　　　　　　規則は、普遍性や社会通念などを基盤に構成されているが、その規則にも余り縛られないで、常識的な考えをもって、本規則の「目的」を損なうことなく運用することが大切である。

　４　指導法

　　　≪指導目的≫

　　　　　わが国の伝統と文化に培われた剣道を正しく伝承してその発展を図り、「剣道の理念」に基づき高い水準の剣道を目指す。
　　　≪技能の指導目標≫
　　　　　指導対象者の個別性に着目した指導展開を図る。
　　　　　・初心者…礼法・基本動作の習得を図る。
　　　　　・初級者…しかけ技を中心に気剣体一致した技能の向上を図る。

　　　　　・中級者…しかけ技の鍛練度を高めるとともに応じ技を中心に懸待一致した技能の向上を図る。

　　　　　・上級者…理合に基づいた総合的な心気力一致した技能の向上を図る。
　　（１）指導法の重点事項
　　　　　　高い水準の剣道を目指すために「指導法講習における[重点事項]」を踏まえた指導法の普及を推進する。（剣道講習会資料P9）

（２）指導展開の方針
　　　　　　全日本剣道連盟刊行の文献（剣道指導要領、木刀による剣道基本技稽古法、剣道講習会資料、剣道授業の展開、剣道社会体育教本等）を活用して技能の向上を図るとともに人間力を醸成する。
　　（３）実技
　　　　　１）剣道着・袴および用具
　　　　　　①剣道着・袴

・用語は「剣道着」「袴」とする。
　　　　　　・袴は左足からはく。右足は利き足であるとの考えから、右足で立って左足からはく。
　　　　　　②剣道具

　　　　　　・用語は「剣道具」とする。

・手拭いをかぶる目的は『剣道指導要領』（P164参照）のとおりである。
　　　　　　・面を結ぶ位置は目の後方あたりにする。
　　　　　　・小手は左小手から着けるが、利き手である右手を大事にするためである。
　　　　　　・木刀の横手については、その箇所を示すなどして補足的に説明する。
　　　　　２）基本動作
　　　　　　①自然体

・踵を付け爪先はほどよく開く。両手は自然に下げ、前方を見る。
　　　　　　②礼

・立礼は、両手を体側に軽く付け、正面への礼は３０度、お互いの礼は１５度である。
　　　　　　・座り方、立ち方
　　　　　　　　「左座右起」とする。
　　　　　　　　座る時も立つ時も、両足の爪先を同時に立てて跪居（跪座）の態勢になり、その後、跪居（跪座）の態勢から正坐へ、または、跪居（跪座）の態勢から起つようにする。
　　　　　　・座礼は、背筋を曲げない、尻を上げないで親指と人差し指を接触させて三角形を作り、その中央に鼻先を向ける。
　　　　　　③中段の構え
・握り方は、左右の親指の先が前下方向に向くようにする。
　　　　　　・左足先は、真っ直ぐに相手に向ける。

・剣先の延長は、相手の目と目の間、または相手の左目とする。
　　　　　　・蹲踞は右自然体で、臀部を両踵の上に乗せて上体をまっすぐに保つ。

④足さばき

・足さばきは、「歩み足」「送り足」「開き足」「継ぎ足」の４種類であるが、「すり足」「踏み込み足」は足のさばき方（使い方）を示すものである
　　　　　　⑤素振り

・打突の技術に結びつけることが基本である。

・振りかぶりは、手の内を変えない、肩関節を緩めない、肘を広げ過ぎない。
　　　　　　・振りかぶりの度合いは、おおむね上段の構え程度にする。
　　　　　　⑥掛け声（発声）
　　　　　　・打突と同時に声を出す。（発声が遅れないようにする、打った後に発声しない）
　　　　　　⑦鍔ぜり合い
　　　　　　・鍔ぜり合いの基本的な態勢は、中心を保って圧をかけ、肘を伸ばして手元を下げる。
　　　　　　⑧間合
　　　　　　・全剣連としては、「一足一刀の間合」「遠い間合」「近い間合」の三つの間合とする。
　　　　　　⑨打突の仕方・打たせ方および受け方
　　　　　　・打突の仕方

一拍子の打ちの完成形に近づける。打ちは「点」で打ち、事後、余勢の体捌き（前進）を伴うことによって「点」が「線」になる。
　　　　　　　　まず、すり足で動作の基本を修得し、次に、踏み込み足による打突へと移行する。
　　　　　　・打たせ方
　　　　　　　　「木刀による剣道基本技稽古法」の元立ちの要領である。
　　　　　　・受け方
　　　　　　　　受ける場合は鎬で受け、応じ技に発展するような受け方をする。
　　　　　　⑩体当たり
　　　　　　・正しい体当たりの指導を徹底する。
　　　　　３）木刀による剣道基本技稽古法　　
　　　　　　①制定の趣旨は、剣道の基本技術を習得させるため、「竹刀は日本刀」であるとの観念を基とし、木刀を使用して「刀法の原理・理合」「作法の規範」を理解させるとともに、適正な対人的技能を中心に技を精選し指導するものとした。

②「木刀による剣道基本技稽古法」は平成１５年６月１日に発表されてから普及しつつあったが、実施にあたっては解釈の異同が散見されていた。そして、平成２１年１０月１日の級位審査規則の改正に伴い、１級から３級までの審査に「木刀による剣道基本技稽古法」が科せられることになった。
　　　　　　③「木刀による剣道基本技稽古法」には「攻め」「崩し」はないが、剣道具を装着して竹刀を持ち、「木刀による剣道基本技稽古法」を活用して対人的技能を実習する場合は、「気で攻める」「崩す」等々、一足一刀の間合の攻防のなかから打突を繰り出すようにする。
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